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令和８年９月２５日   

 

 

山元町議会議長 伊 藤 貞 悦 殿 

 

 

派遣議員 竹内 和彦 村野 里砂 遠藤 龍之 日下 重紀 

 渡邊千恵美 菊地 孝式 品堀 栄洋 岩佐 秀一 

 齋藤 俊夫 岩佐 孝子 大和 晴美 伊藤 貞悦 

  

 

議員派遣結果報告書 

「第２５回 新地町・山元町 議会議員交流会」に出席しましたので、その結果

を下記のとおり報告します。 

 

記 

１ 研修目的 両町議会議員合同研修を行うことで議員間交流を図る 

 

２ 研修月日 令和８年７月１０日 

 

３ 研修場所 旧山元町立坂元中学校 

 

４ 研修内容 旧山元町立坂元中学校における民間事業者利活用について 

①（株）ファロ（クラフトビール醸造所）（20分） 

②（合）ONE VILLEGE（全天候型の室内スポーツ施設）（20分） 

③（株）Petite Joie/（合）マチビト（菓子製造工場等）（30分） 

④ 敷地内自由見学（15分） 

 

 ５ 研修概要 

「廃校を活用した町の取り組み」について、旧山元町立坂元中学校を訪問し、

町担当者から廃校利用の経緯及び土地建物一括利用から区分利用へ変更した

ことの説明を受けた。 

同施設における民間事業者の利活用事例として、クラフトビール醸造所（㈱

ファロ）では地ビールの醸造施設を見学し、なぜここで事業化に至ったのか説

明を受けた。全天候型室内スポーツ施設（（合）ONE VILLAGE）では、民営

室内運動施設の魅力について説明を受けた。菓子製造工場等（㈱Petite Joie／
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（合）マチビト）では、町内の既存店舗や夢いちごの郷との連携する事業説明

を受け、その後、敷地内の自由見学を行った。 

 

 ６ まとめ 

今回の研修では、廃校となった学校施設が民間事業者の創意工夫によって新

たな産業や交流拠点として再生されている状況を確認することができた。各事

業は地域資源の活用や雇用の創出、交流人口の拡大などに寄与しており、地域

活性化に大きな効果をもたらしていると感じた。 

特に、異なる分野の事業者がそれぞれの強みを生かして施設を活用している

点は、今後、想定される廃校等の公共施設を地域資源として活用する上で考慮

していくべきである。 


